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(Rubin， Bukowski， & Parker， 2006)。一方で，仲
間から拒否されている児童は，攻撃性や孤独感
の高さなどの心理社会的不適応との関連が指摘
されている (Cairns，Cairns， N eckerman， Gest， 

























































関連があり (Ci1essen& Mayeux， 2004)，自分
の高地位を維持しようとして関係性攻撃に従事































































130 (39.76) 交友関係が広い，明るい.元気，面白い，積接的 "etc.
45 03.76) かっこいい，おしゃれ"'etc.
42 (12.84) やさしい，気配り.いい人 "etc.
41 (12.54) 万能，頭がし、い.スポーツが得意…etc.
23 (7.03) 目立つ リーダーシップのある，頼もしい 'etc.
20 (6.12) まじめ 凡帳面な.礼儀いい 努力する，計iUこ対しても同じ態度 'etc.
11 (3.36) 自己 J~:J心的，命令する，自分が目立ちたがる，攻撃的 etc 








































































































徴" (3項目)， "C.調和性" (3項目)， "D.タレ
ント性"(3項目)，“E.中心性"(4項目)，“F.誠


























































F 1 F2 h 2 平均値 (SD)
.69 3.13 (1.08) 
.63 3.18 (1.03) 
.47 3.36 (0.91) 
.43 2.79 (1.30) 
55 2.82 (1.07) 
.46 2.82 (1.20) 
.34 2.93 (1.03) 
.40 2.13 (1.19) 
.52 2.45 (1.17) 
.40 2.96 (1.31) 
.58 2.60 (1.20) 
.48 3.00 (1.14) 
.6 3.13 (1.24) 
.34 2.15 (1.16) 
.15 2.77 (1.00) 
.61 2.47 (1.06) 
.41 2.93 (1.29) 




















































































































全体 (N=177) 小学生 (N=89) Iヤ学生 (N=88)
M (SD) M (SD) M (SD) 











2.82 (0.74) 3.29(175) *料
2.50 (0.73) 3.69(75)料*
Table 4 各下位尺度得点問の相関係数行列



























注 1)n = 150 
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